
日韓美容医師会 勉強会 
2016年12月4日開催 

 AMS・国際美容医療研究会の共催により、「日韓美容医師会」の開催が決定いたしま

したので、ご案内いたします。 
 日本と韓国における美容医療の最新動向を共有するほか、「日韓 Live Beauty- 
Battle」と題した、ライブサージェリーの日韓同時配信を企画しております。 

Aesthetic Medicine Summit・国際美容医療研究会共催 

日時：2016年12月4日（日）9時30分開始（9時開場） 
会場：品川イーストワンタワー21階大会議室（住所：東京都港区港南二丁目16番1号） 

 
参加費：10,000円 
     （事前のお振込みをお願いいたします） 

 
定員：100名 
協賛：マーベラスビューティージャパン株式会社 

              株式会社ウィステリア 
              株式会社ネイチャーフォース・ジャパン 
              PRSS.Japan株式会社 
              株式会社メディケード 
            ワイズ・インターナショナル株式会社                         
            Jeisys Medical Inc., 
              N-FINDERS 
              VIOL 
              PHARMA  RESEARCH PRODUCTS 
         

「日韓美容医師会勉強会」事務局 お問合せ先 
  TEL:080-1461-0774  （担当：会川、堀） 

ご案内 

お申込み方法 
本用紙裏面に必要事項を明記のうえ、ＦＡＸ（050－3488－5987）にてお申込みください。 
または、関東美容医師会Facebookの専用ページからもお申込みいただけます。 
お申し込み後、お振込みをお願いいたします。（裏面参照） 

【品川駅周辺地図】 



勉強会 プログラム 

貴院名・貴社名 

ご住所 

ご芳名 電話番号 

メールアドレス FAX番号 

－ お支払いにつきまして － 
 

  参加費用： 10,000円 
  お振込み先：三菱東京UFJ銀行  銀座支店  普通0238922 関東美容医師会 池田 欣生 
   
  ※お申込みの後、すみやかにお振込みをお願いいたします。 
  ※振込手数料は、各自ご負担くださいますようお願いいたします。 

1部：アジアにおける美容医療のトレンドと今後の展望（日本と韓国からの視点） 
 
  9：30-10：00  日本美容医療のトレンド2017                   池田 欣生先生 
10：00-10：30    韓国美容医療のトレンド2017                   Myoungjin Oh先生 
  
10：30-10：45 休憩 
  
2部：最新鋭機器によるお肌ボディ治療の最先端治療トレンド   
 
10：45-11：15    ウルトラセルを用いた非侵襲的フェイスリフト   居原田 麗先生 
11：15-11：45    リポセルを用いた非侵襲的Body Sculpting   Jihyun Ahn先生 
11：45-12：15    Rejuranを用いた皮膚の改変    Hyunjun Park先生 
12：15-12：45    肝斑治療の新しいパラダイム（Sylfirm）   Sungbin Cho先生 
  
12：45-13：45 ランチ休憩（お弁当をご用意しております） 
  
3部：低侵襲治療の新しいトレンド 
  
13：45-14：05    日本のスレッドリフトのトレンド  田中 亜希子先生 
14：05-14：30    スレッドのためのフェイシャルアナトミー Heejin Kim教授 
14：30-14：55    最新最良の韓国におけるFace contouring 
                          フィラーによる全顔デザイン  Heedae Leon先生 
14：55-15：20    スレッドリフトの新トレンド  Jonghak Lim先生 
15：20-15：40    スレッドを用いたOne day 鼻形成術 Taehwan先生 
  
15：40-15：50 休憩 
  
4部：最新のコンビネーション治療：Live demo 日韓Beauty-battle 
                   日本と韓国の手術室をつなぎ、同時配信を行います。 
15 : 50-17 : 20   Live surgery      
           トミーリフトを併用した顔全体の若返り：池田 欣生先生       
           コンビネーション治療のトレンド：   Jisco Kim先生 


